
岩手県への仮設住宅用ＬＰガス容器の拠出について 

 東日本大震災の発生から３カ月余りが過ぎ、被災地域では仮設住宅の建設が急ピッチで進め

られています。しかしながら、岩手県では、津波により多くのＬＰガス供給資機材が流され、

仮設住宅用のＬＰガス容器が不足していることから、(社)岩手県高圧ガス保安協会より、東北・

関東の各都県ＬＰガス協会に対し、５０㎏容器３００本程度の拠出依頼がありました。 

 本来ならば、会員に広く協力を募るところですが、急を要したため、県内４社の卸事業者に

ＬＰガス容器の提供と搬送を要請し、埼玉県から５０㎏容器１２０本を無償で提供することと

なりました。 

 

 

経緯 ： (社)岩手県高圧ガス保安協会より、(社)エル 

    ピーガス協会に仮設住宅用にＬＰガス 50 ㎏ 

    容器 300本程度の拠出依頼があり、6月 10日、 

    (社)エルピーガス協会から要請があった。 

 

提供 ： 埼玉県から 50 ㎏容器 120 本を無償で提供。 

    県内の卸事業者４社に、それぞれ 50 ㎏容器 

    30 本の提供と搬送を要請。 

 

協力 ： 東上ガス(株)、(株)サイサン、堀川産業(株) 

    (株)イングコーポレーション 

 

納品 ： 平成 23 年 6 月 24 日（金） 

    釜石瓦斯(株) 岩手県釜石市 

 

経路 ： 東北自動車道 → 花巻 JCT → 釜石自動車道 

     → 東和 IC → 国道 283 号 → 釜石市 

    釜石市まで約 550 ㎞、片道 8～10 時間程 

    高速道路料金は「災害派遣等従事車両証明書」 

    により免除。 

 

他県 ： 秋田 150 本、山梨 50 本、静岡 310 本、 

    山形 43 本、茨城 120 本 計 793 本（埼玉含） 

 

釜石瓦斯(株) 



 災害派遣等従事車両証明の申請書（１台毎に申請）  「災害派遣等従事車両証明書」 

  

 

（料金所ごとの枚数が発行されます） 

 釜石瓦斯(株) 鈴子事業所（釜石港よりも高台にあるが、津波の被害を被った。） 

   
 震災時、事業所２階の窓下まで津波が迫る。 充てん所も被害を被るが約１ヵ月後に稼働。 

   
ガスジャーナルＨＰより（釜石ガス提供） 

第１波 

第２波 



 東上ガス(株)・(株)トーコー        (株)サイサン・(株)ガスワン運輸 

   
 (株)イングコーポレーション・(株)アルトス 堀川産業(株) 

   
 釜石市内の仮設団地 50 ㎏容器 5 本×18 棟：計 90 本（1 棟 6～7 世帯：計 118 世帯） 

   
 野球グラウンドに建設している。      ガス発生装置により都市ガスの飲食店へ供給。 

   



 震災から３カ月余りが過ぎたが、釜石港付近の市街地には多くの瓦礫が山積している。 

   
 建物の３階付近にまで津波の跡が残る。   津波に打ち上げられ取り残された大型船。 

   
 高圧ガスホースが引きちぎられた容器。   点在する容器は地元業者が回収している。 

   
 様々な支援により着実に復興へ向かっている。 

   


